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加木屋中ノ池駅周辺整備の概要 

 

⑴ 養父森岡線街路整備事業 

    名鉄河和線を高架化することによって都市計画道路養父森岡線の整備を推進

し、幹線道路ネットワークの構築を図る。 

 

 

 

 

 

⑵ 新駅周辺等整備事業 

    名鉄河和線の高横須賀駅から南加木屋駅までの間約２.８ｋｍのほぼ中間地点

に新駅を設置するとともに、駅前広場（北口・南口）、自由通路（北口・南口）、

歩道、駐輪場（北口・南口）などの整備を行うことによって、公共交通の利用促

進等を図る。 

    名鉄の新駅設置は、安城市内に２００８年６月に開業した西尾線「南桜井駅」

以来となる。 

 

 

 

 

⑶ 関連事業（東海加木屋中部土地区画整理事業） 

鉄道駅周辺を中心とした「自家用車に過度に頼らないで暮らせる都市づくり」

の実現等をめざし、加木屋中ノ池駅に近接する区域において土地区画整理事業

を施行する。 

 

 

 

 

・都市計画道路養父森岡線 標準幅員 Ｗ=１６ｍ 延長 Ｌ=２４８ｍ   

・鉄道高架化 延長 Ｌ=８２４ｍ 

 ※ 別線方式（一部仮線） 

・事業期間 平成２８年度（２０１６年度）～ 令和６年度（２０２４年度） 

 

・駅 名 加木屋中ノ池駅（副駅名 公立西知多総合病院前） 

・駅構造 ２面２線、６両対応の相対式ホーム 

・事業期間 平成２９年度（２０１７年度）～ 令和６年度（２０２４年度） 

 

・施行者 東海市 

・施行面積 約１１．０ｈａ 

・施行期間 令和３年（２０２１年）３月～令和１１年度（２０２９年度） 
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北改札口付近のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北口駅前広場・自由通路付近のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




